
伊方原発上空飛ぶ危険/オスプレイ普天間～岩国間で訓纐88年間近に米ヘリ墜落

日 本共窪党（ﾒｰﾙ＝）塵
文字の大きさ:⑳園lトッブページ唇

2016/6/15

しんぶん赤旗
今日のニュース一覧鯵

＝菫＝星二＝睾菫菫篝塞雲嚢簔三雲雲壼毫＝＝張菫＝
一
壱

一

一一一q■■■亘

畠一百■1

’一
一 － － 一 【

甲2012年7月22日(日）

伊方原発上空飛ぶ危険

オスプレイ普天間～岩国間で訓練

88年間近に米ヘリ墜落
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｢赤旗｣特別号外

戦争法(安保法制） 袰原子力発電と､墜落事故が相次ぐ米海兵隊の垂直離着陸機オスプレイ｡悪夢のような組み合わせが､現

実になる危険があります｡24年前には､伊方原発上空を飛行していた米海兵隊ヘリが､同原発から800メ

ートル先に墜落するという事故も起こっていました｡(竹下岳） 2014.16特報･論点a
「赤旗｣10話

ノ「赤旗｣の魅力
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(写真)伊方原発(愛媛県伊方町)｡×がCH53Dヘリの第1衝突点｡その後､山頂を越えて反対側に飛び越えた

1988年6月25日午前10時10分｡視界20メートルの濃霧に包まれた佐田岬半島の北側斜面に､普天

間基地(沖縄県宜野湾市)所属のCH53Dヘリが激突しました｡そこは伊方原発(愛媛県伊方町)のほぼ真

上でした｡現場を歩くと､その｢近さ｣に標然(りつぜん)としました。

|田蕪’渉昌MM
機体は強い衝撃で跳ね返り､山頂を越えて南側斜面を200メートルほどずりおちて大破｡乗組員7人は全

員死亡しました。 ●しんぶん赤旗ツイッター

●こちら赤旗日曜版ツイッター
「機体が跳ね返らなかったら､原発敷地内に落ちて大惨事になっていた｣｡現場に急行した日本共産党の

中川悦良県議(当時)は､こう証言します。 ｢赤旗｣記者募集のお知らせ

海兵隊は非常線を張り、中川さんたちも中に入ることはできませんでした｡｢これが日米安保の壁か､と感

じました」

この事故は過去の問題ではありません｡佐田岬半島上空は沖縄と岩国基地(山口県岩国市)を結ぶ｢ルー

ト｣になっており､88年の事故後も､普天間基地に所属する海兵隊ヘリの不時着や目撃情報が相次いでい

ます。(表､愛媛民報社まとめ）

米海兵隊はオスプレイを普天間に配備した後､岩国基地に2～3機からなる分遣隊を置き､10月以降にも

毎月訓練を行う計画です｡そうなれば､沖縄～岩国間の往復や訓練などで伊方原発近辺を飛行するのは確

実です。

また､FA18戦闘攻撃機も九州方面から佐田岬半島を越えて岩国へ飛行する姿が何度か目撃されていま

す｡19日午前､曇天のため機影は確認できませんでしたが､記者も岩国方面へ抜けるジェット機の音を聞き
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ました。

原発の増設も続きました｡88年当時､伊方原発の原子炉は1，2号機だけでしたが､現在は3号機が立

地｡しかも同機はウランとプルトニウムを混ぜたMOX燃料を使用するプルサーマル運転を行ってきました。

岩国基地に近い上関原発(山口県)の建設計画も依然､続いています。

「伊方等の原発をなくす愛媛県民連絡会｣の和田宰代表幹事は､｢原発は上空から目立つので､訓練の標

的にされやすい｡低高度でトラブル力曉生したとき､安全に着陸できない欠陥機･オスプレイの配備は絶対に

許されない｣と訴えます。

伊方原発周辺の米軍機事故

79年12月保内町(現･伊方町）保内中学校庭にAH1Jヘリ(普天間)2機不時着

81年3月保内町保内中学校庭にAH1J(同)不時着｡3日間駐機．

84年4月三崎町(現･伊方町)AH1J(同)が建設会社敷地に不時着

88年6月CH53Dヘリ(同)が伊方原発至近に墜落｡7人死亡

89年6月野村町(現･西予市)FA18戦闘攻撃機(岩国)が野村ダムに墜落

OO年4月三崎町ムーンビーチAH1Wヘリ(普天間)が不時着｡僚機2機も着陸

08年7月MC130特殊作戦機(嘉手納)が八幡浜市などで超低空飛行

12年3月松山空港にCH53Eヘリ(普天間)4機が緊急着陸

‐ﾜｰド1
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言
れ
て
い
な
い
が
、
躍
終
的
に
は

一
被
災
者
は
十
人
程
度
に
な
る
も
の

愛
ｉ
１
劃
割
劃
劃
訂
劃

茉斤 閏 昭和63年(1988年)6月30B
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よ
る
県
内
被
害
は
、
二
十
七
日
正

午
現
在
で
ま
と
め
た
被
害
霞
一
千

一
億
四
千
万
円
か
ら
さ
ら
に
ふ

え
、
波
害
額
合
計
は
六
十
五
億
九

西
字
和
郡
伊
方
町
の
山
中
に
米

軍
ヘ
リ
が
墜
落
、
乗
鎮
七
人
が
死

亡
し
た
事
故
で
、
防
衛
施
設
庁
大

阪
防
衛
施
設
局
の
幹
部
ら
が
こ
の

ほ
ど
、
同
町
役
場
を
訪
れ
、
米
軍

側
の
調
査
が
終
わ
り
し
だ
い
早
急

に
被
害
の
補
懐
交
渉
に
入
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
べ
で
は
、
被
害

に
あ
っ
た
の
は
農
業
森
元
篁
言

ん
宅
。
）
’
九
町
Ｉ
ら
四
人
の
ミ
カ

ン
畑
や
山
林
と
九
町
地
区
の
区
有
一

林
。
同
町
は
、
米
軍
側
の
調
査
が
一

続
い
て
い
る
た
め
現
場
に
入
れ

ず
、
詳
し
い
被
害
状
況
蓮
つ
か
鍬

で
評
溌
替
鞠
繍
溌
溌
一
孟
轌
禦
一
蕊
》
溌
羅

臺
躍
霊
蕊
鐘
篝
騒
壼
雲

社
会

今
云
泌
”

菫
匡
Ｖ
六
・
艇
臺
ズ
ョ
展
Ｔ
力
紙
旅

っ
て
務
め
ら
れ
た
。

午
前
十
一
時
、
皇
宮
警
察
儀
じ

よ
う
隊
が
演
奏
す
る
行
進
曲
が
流

れ
る
中
、
ジ
ウ
フ
大
統
領
が
宮
殿

・
南
軍
寄
（
く
る
ま
よ
せ
）
に
到

補
償
交
渉
「
早
急
に
」

や
両
蛾
癒
被
災
者
は
加
入
程
度

県
内
被
害
額
鯛
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円
に
講
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二
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三

共
産
党
県
委
曼
会
は
二
十
九

日
、
伊
方
原
発
近
く
に
米
軍
ヘ
リ

が
墜
落
炎
上
し
た
事
故
に
関
連
し

て
、
原
発
上
空
で
の
米
軍
機
を
含

め
た
航
行
規
制
の
法
制
化
実
現
な

ど
を
求
め
た
声
明
を
発
表
心
同
日
、

同
様
趣
旨
を
県
に
申
し
入
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
伊
蛮
知
率
が

と
み
て
い
る
。

同
町
は
、
防
衛
施
設
庁
と
の
話

し
合
い
で
同
庁
と
被
災
考
側
と
の

連
絡
役
を
務
め
る
こ
と
に
し
て
い

主
な
被
害
（
額
）
は
次
の
通
り
。

【
人
的
被
害
】
二
士
天
（
死

者
四
人
へ
重
畳
一
人
、
軽
傷
十
六

人
）

【
家
屋
被
害
】
全
壊
五
棟
▽
半

塞
一
湊
▽
一
部
破
這
一
棟
▽
床
上

ロ
七
口
ザ
１
１
１
＆
４
章
ニ
ノ
琶
全
一
一
Ｅ
７
三
一
○
Ｊ
己
プ
ー
ペ
ヅ
世
も
１
．
く
め

た
。
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
か
ら
大

統
領
に
九
谷
焼
飾
り
皿
、
同
夫
人

に
銀
製
宝
石
箱
が
贈
ら
れ
た
。

会
見
に
先
立
ち
、
同
日
午
前
九

時
半
か
ら
、
東
京
・
元
赤
坂
の
迎

原
発
上
空
の
航
行
規
制
を
鐘

法
制
化
求
め
県
に
申
し
入
れ
共

1

防衛施設庁

「
原
発
上
空
の
飛
行
制
限
」
を
国

と
米
軍
に
求
め
た
こ
と
を
評
価
で

き
る
と
し
た
う
え
で
①
原
発
上
空

で
の
米
軍
機
を
含
め
た
航
行
規
制

の
法
制
化
②
米
軍
岩
国
基
地
の
撤

去
③
伊
方
３
号
識
増
設
の
即
時
中

止
④
伊
方
１
へ
２
号
機
の
総
点
検

と
防
災
対
策
の
抜
本
的
再
検
討
、

る
。
ま
た
、
町
見
農
協
を
通
じ
て

専
門
技
術
震
に
被
害
調
査
を
依
頼

し
て
お
り
、
福
田
町
長
は
「
町
で

は
交
渉
の
連
絡
芝
取
る
程
度
の
こ

と
し
か
で
き
な
い
が
、
被
災
者
の

中
に
は
熱
心
な
若
い
後
継
者
も
お

り
、
国
は
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

浸
水
二
百
七
十
五
棟
▽
床
下
浸
水

八
百
士
一
棟

【
展
作
物
】
水
稲
二
百
九
十
海

（
六
千
八
百
万
円
）
▽
野
菜
百
十

海
二
億
七
千
四
百
万
円
）
▽
果

樹
二
海
（
六
百
万
円
）
・

再
公
共
施
設
】
道
路
損
壊
六
百

演
旺
詞
サ
が
ア
長
浜
工
壕
（
原

書
至
場
長
、
九
十
七
人
）
が
総

理
大
篁
云
彰
を
受
け
る
こ
と
が
二

十
九
日
決
ま
っ
た
。
三
十
五
年
の

「
安
全
の
日
」
制
定
以
来
、
愛
媛

労
働
基
準
局
管
内
で
の
受
賞
は

県委員会

避
難
訓
練
の
実
施
Ｉ
な
ど
を
求
め

・
て
い
る
。
．

そ
し
て
、
党
中
央
と
国
会
議
員

団
の
指
導
、
協
力
の
も
と
、
米
国

大
使
館
、
在
日
米
軍
機
関
、
国
の

関
係
各
省
庁
や
四
国
電
力
に
申
し

入
れ
を
行
い
、
県
、
各
市
町
村
に

必
要
な
対
策
を
求
め
る
、
と
し
て

い
る
。ま

た
同
委
員
会
は
一
千
九
日
ま

で
に
、
南
予
豪
雨
災
害
調
査
と
合

わ
せ
、
党
中
央
国
会
議
員
団
の
同

事
故
現
地
調
査
団
派
遣
を
雲
講
し

た
。
さ
ら
に
、
同
日
、
松
山
市
内

で
抗
議
集
会
を
開
い
た
。
〆

社
党
県
本
部
も

国
会
対
応
要
請

社
会
党
県
本
部
は
、
伊
方
原
発

近
く
に
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
炎
上
し

た
事
故
は
伊
方
だ
け
の
問
題
で
は

十
カ
所
。
（
八
億
九
千
四
百
万
円
）

▽
治
山
十
諺
毛
億
五
壬
言
万

円
）
▽
抹
道
四
十
五
カ
所
（
八
千

万
円
）
▽
挙
狡
施
設
四
カ
所
三

千
四
百
万
円
）

筆
醗
轌
灘
縫
率
聖

五
十
カ
所
．
（
千
五
億
六
千
八
百
万

円
）
▽
河
川
損
壊
五
百
九
十
四
カ

所
（
一
・
一
十
四
這
一
宇
四
百
万
円
）

庄
に
よ
る
と
、
長
浜
工
震
ば
安
全

管
理
施
設
、
組
織
が
整
篇
さ
れ
、

全
員
参
加
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
従
業
員
教
育
も
徹
底
。
四
十
九

年
三
月
の
操
業
開
始
以
来
へ
十
三

年
間
無
災
害
を
達
成
し
、
災
害
発

－

－ 24－－■
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高速艇
会
場
に
入
り
始
め
る
と
「
株
主
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
入
場
を
め
ぐ

っ
て
混
乱
。
メ
ン
バ
ー
の
平
井
孝

合
札
Ⅶ
左
掌
迄
諄
躯
的
得
西
シ
ー

松
山
市
と
温
泉
郡
中
島
町
を
結

ぶ
一
雲
目
の
高
速
艇
「
せ
き
ど
」

の
命
名
・
進
水
式
が
一
千
九
日
、

同
町
の
造
船
所
で
催
さ
れ
た
。
第

一
船
よ
り
船
体
は
一
回
り
大
き
く

な
り
定
員
へ
馬
力
と
も
に
ア
ッ
プ
。

窓
を
広
く
取
り
、
な
が
め
の
良
い

設
計
と
な
っ
て
い
る
。
七
月
十
日

な
く
原
発
を
抱
え
る
全
国
装
通
の

問
題
と
の
認
誠
に
立
ち
二
十
九
日

ま
で
に
、
党
本
部
に
対
し
①
事
故

原
因
調
査
、
対
策
を
講
じ
る
た
め

の
党
本
部
調
査
団
の
派
遣
②
国
会

に
お
い
て
関
係
委
員
会
や
関
係
稜

関
で
の
対
応
③
一
毎
度
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
政
府
へ
の
串
し
入
れ
と

米
大
使
館
、
米
軍
へ
の
厳
し
い
抗

「 警
察
業
務
に
対
す
る
意
見
を
発
表

し
た
。杉

山
県
警
本
部
長
訓
示
の
あ

と
、
東
予
署
の
渡
辺
美
震
婦
人
鑿

察
員
（
一
さ
ら
が
次
々
に
意
見
を
発

表
。
「
他
人
と
の
交
流
の
場
を
通
し

きど｣進水せ

豊島町鼠急行使は2隻に

の
株
主
総
会
に
は
、
反
原
発
運
動

を
し
て
い
る
札
幌
市
民
の
三
尾
谷

（
み
お
の
や
）
信
光
さ
ん
へ
一
き
が
、

寺
う
栄
言
末
、
受
ｈ
素
三
二
二
一

か
ら
就
航
の
予
定
で
、
同
町
の
六

島
全
部
が
松
山
の
通
勤
・
運
学
園

に
入
る
。
こ
の
ほ
か
同
町
の
リ
ゾ

ー
ト
・
・
姫
ケ
浜
（
長
師
）
へ
の
交

通
の
便
も
良
く
な
り
、
海
水
浴
客

の
増
加
も
期
待
さ
れ
る
。

離
島
住
民
の
足
と
な
っ
て
い
る

同
町
営
汽
船
は
、
フ
ェ
リ
ー
と
旅

議
Ｉ
を
要
請
し
た
。
．

こ
れ
を
受
け
同
党
調
査
団
は
《

角
家
堅
次
郎
衆
院
議
員
三
雲
一

区
選
出
）
を
団
長
に
来
週
旱
点
に

も
来
県
す
る
。
ま
た
、
三
十
日
に

は
石
水
県
議
を
団
長
と
し
た
同
党

県
議
調
査
団
が
南
予
豪
雨
災
害
調

査
と
併
せ
て
現
池
調
査
す
る
。

そ
ス
麓
著
．
匹
匡
赤
会
仕
壌
老

は
次
の
通
り
。

①
木
原
昭
彦
巡
査
（
三
一
Ⅱ
松
山

西
署
②
加
藤
泰
巡
査
部
長
（
二
一
》
ｉ

八
幡
浜
署
③
未
光
直
樹
巡
査
（
一
ざ

Ⅱ
警
察
学
校

||’
三
三
一
三
一
二
三
一
二
一
二
三
二
一
二
一
二
一
二
二
一
三
三
一
二
一
三
二
二
二
二

進水する高速艇「せきど」

’
’
１
１
１
Ｊ
、
ｆ
、
Ｊ
も
？

｜
蒸
鶴
殴
溌
壁
誰

少
、
定
員
六
十
九
人
）
が
登
場
。

一
千
五
噂
の
快
速
ぶ
り
で
、
約
一

時
間
か
か
っ
て
い
た
中
島
本
島
～

松
山
市
高
浜
間
塗
一
千
分
足
ら
ず

に
短
縮
し
た
。
急
行
料
金
は
必
要

だ
が
、
便
数
が
増
え
た
た
め
利
用

者
か
ら
も
好
評
。
た
だ
一
隻
し
か

、
な
か
っ
た
た
め
、
故
障
や
ド
ッ
ク

入
り
の
際
の
代
替
船
が
な
く
、
こ

ぶ
》
隻
目
が
望
ま
れ
て
い
た
。

新
高
速
艇
は
全
長
一
千
一
綴
、

ア
ル
ミ
合
金
製
で
約
四
○
少
。
八

十
人
を
乗
せ
、
速
力
は
「
し
ま
か

ぜ
」
と
同
じ
一
千
五
曙
。
建
造
蚕
《

は
約
一
億
円
。
船
名
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
亘
一
千
七
通
の
う
ち
同
町

睦
月
、
無
職
森
本
秀
箕
さ
ん
電
巴

の
「
せ
き
ど
」
が
選
ば
れ
た
。
中

島
本
島
と
睦
月
島
の
閏
に
あ
る
瀬

木
戸
海
峡
に
ち
な
ん
だ
も
の
。

進
水
式
は
一
千
九
日
朝
、
同
町

大
浦
に
あ
る
大
内
造
船
所
（
大
内

勝
利
さ
ん
経
営
）
で
行
わ
れ
、
松

尾
町
長
が
命
名
し
た
あ
と
暑
き

ど
」
は
緩
や
か
に
船
台
を
滑
り
降
一

幻
、
青
と
赤
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
入

つ
た
純
白
の
船
体
を
、
海
に
浮
か

べ
た
。「

せ
き
ど
」
・
は
七
月
十
日
か
ら

就
航
の
予
定
。
「
し
ま
か
ぜ
」
が
定
．

宮
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
震
閏
が

あ
っ
た
あ
と
、
「
箪
疑
打
ち
切
り
」

を
求
め
る
動
議
が
出
さ
れ
こ
一
軍

毎
オ
ミ
ー
レ
、
ノ
迄
。
琴
罰
し
八
手
ｊ
・
フ
「
Ｊ
ブ
ー
レ

蜀
当
言
等
Ｅ
常
Ｊ
ノ
し
副
Ｉ
弓
非
ｊ
望
ノ
腫
山
〃
三
つ
１
弓
〃
ダ
し
ｒ
１
０

重
菫
篝
の
礦
薑
菫

位
１
０
０
万
円
で
、
何
億
円
の
揮

得
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
慣
れ
な

い
も
の
に
は
、
ピ
ン
と
来
よ
う
は

ず
が
な
い
。
お
か
げ
で
新
人
部
量

の
疲
労
度
は
、
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。

Ｊ
、
Ｊ
↓
↑
〉
内
０
１
》
《
０
人
レ
ー
恥

｜
八
幡
舜

葬
湯
な
ど

る
市
内
川

山
林
所
有

口
頭
弁
論

幡
還
文
部
一

さ
れ
て
い

判
よ
り
も
↑

て
進
め
る
一

こ
の
日
一

民
側
が
全

住
民
側
の
一

す
準
備
壹
一

を
、
被
告
（

張
す
る
答
一

点
を
提
出
盃

に
な
っ
た
。

問
題
の

上
村
の
璽
一

十
年
に
八
》

い
、
地
一
蕊

理
し
て
き
↑

産
区
を
蟹

と
に
な
三

分
に
つ
い
）

す
る
」
と
の

植
林
や
伐
垂

て
き
た
。
奉

金
や
、
土
錨

ノ
ニ
ュ
〕
星
ご
￥

期
検
査
凌

臼
か
ら
は

復
か
ら
十

く
庁
竺
。
ｌ

が
集
中
し

愛
媛
で
は

と
な
ど
か

た
よ
う
だ

業
」
で
あ

訴所
ニノ、一
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